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受験シーズンを迎え，大学で入試関連業務に関わっ
ていらっしゃる先生方はお忙しい毎日と思います。1
月 19 日と 20 日には 2 年後に大学入学共通テストに代
わられて消滅する last but one の大学入試センター試
験が行われました。大学教員として残り 3 か月の筆者
にとって，リスニング試験のある 1 日目のセンター試
験主任監督者をはじめて仰せつかったのは，運がよい
のか悪いのか複雑な心境でした。幸い IC レコーダー
の不調などトラブルなく無事監督業務を終えてほっと
したところです。ところで監督者として受験生に与え
る注意点の中に，試験中に机の上に置いてよい所持品
の確認があります。黒鉛筆，消しゴム，鉛筆削り，時
計などは試験を受けるための必需品ですが，受験生の
健康面を考えて許可されていると思われるものに，眼
鏡，目薬，ハンカチ，ティッシュペーパーがあります。
ほかにも考えられる咳止め薬，点鼻薬／スプレー，ハ
ンドクリーム，リップクリーム，のど飴，ペットボト
ル飲料などを差し置いて，眼科関連グッズが 4 分の 2
の確率で採用されていることに優越感を感じましたが，
眼鏡は通常，受験生が装用しているもので，机の上に

置いてよい所持品に含める必要はないのではないかと，
暇な試験監督中考えていました。最終的には，近年医
学部入学者の中に 50 代 60 代の学生がいることを考え
ると，これは高齢受験生が老眼鏡を使用することを想
定しているのではないかと納得しました。目薬に関し
ては 2〜3 割の受験生の机の上にあり，ドライアイが
メジャーな眼疾患であることを改めて感じました。

さて，今月号の眼科の特集は全身治療薬による眼疾
患の話題です。角膜が専門ではない筆者でもアミオダ
ロンの角膜上皮色素沈着や TS-1 の角膜上皮障害につ
いてはある程度理解していましたが，その他の多くの抗
がん剤による角膜上皮障害やパーキンソン病治療薬に
よる角膜内皮障害の知識はたいへん勉強になりました。

そのほか，先天鼻涙管閉塞治療の現況，網膜疾患の
脈絡膜変化，SpotTM Vision Screener などの解説と興
味深い原著，臨床報告，私の経験など読み応えのある
誌面構成となっておりますので，最後まで読んでいた
だいてご満足いただけるものと思います。
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